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１．日    時 令和２年５月２７日（水）      ９時５７分開会 

                         １１時０７分散会 

 

２．場    所 第２委員会室 

 

３．出 席 委 員 白石純一委員長、濵﨑國治副委員長、 

竹之内和満委員、濱門明典委員、 

岩﨑健二委員 

 

４. 欠 席 委 員  川上洋一委員 

 

５．事務 局職 員 議 事 係 主 任 松﨑 正幸 

 

６．会議に付した事件 

         議会だより２０７号（臨時号）の発行について 

 

７．議事の経過概要  別紙のとおり 
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広報広聴委員会  ５月２７日（水）               開会  ９時５７分 

議事の経過概要                          

 

○議会だより２０７号（臨時号）の発行について 

白石純一委員長 

ただいまから広報広聴委員会を開催いたします。 

初めに、本日、川上委員は北薩広域議会出席のため欠席となることをお伝えします。 

５月22日に臨時議会がありましたが、これについて臨時号として議会だよりを発行する

かどうかをお諮りいたします。 

皆さんの御意見はいかがでしょうか。 

岩﨑健二委員 

今から、音声からいろいろと文字起こしをして出すとなると、かなりの労力も必要だし

時間もかかると思います。今もう既に、臨時議会の議決については執行されて進んでいる

状況の中で、果たして臨時号が発行される日を考えたときに、結果を報告するという程度

になってしまうのではないかなと。結果の報告であれば、臨時号でなくて定例会のときに

臨時議会のことについても書けば済むのではないかなと。臨時号によって市民が判断をし

て、それを基にいろんな行動を起こせるのであれば出す必要があると思いますけれども、

それがなければ、果たして今回、出す必要があるのかなと私は思います。 

白石純一委員長 

ほかの方の御意見は。 

濱門明典委員 

今回はコロナウイルスの臨時的な措置ということでありますので、冊子で出すのでなく

て１枚のＡ４で、こういうことがありましたという報告でいいんじゃないかなと思います。

それで、次回の議会報のときに詳しいことは出していけばいいんじゃないかなと思います。

だから、この前の臨時会の話を聞く中では、まあ似たような話がいっぱいだったもんです

から、総括した形で出して、 

白石純一委員長 

中身については大丈夫ですので、まず出すか出さないかを。 

濱門明典委員 

ええ。まあそういうあれでは、１枚のこういうので出したほうがいいんじゃないかなと

私は思います。 

竹之内和満委員 

時間が相当押し迫っているということで、間に合うのであれば自分は出した方がいいと

いうふうに思いますが、間に合うにはどうしたらいいかとなったら相当皆さんが慌てなき

ゃいけないので、するとなったら早急にしないと。来月までかかりますよね、予定として

も、早急にやらなければいけないのかなと。それで前回の間違いも速やかに訂正できます

ので、数字の間違いが確かあったと思いますので。 

白石純一委員長 

出すということで。 

竹之内和満委員 

はい、出すということで。 

白石純一委員長 
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濵﨑委員はいかがですか。 

濵﨑國治副委員長 

今回、新型コロナウイルスということで特別な、非常に重大な件での臨時会だったわけ

ですので、報告になるのでしょうけれども議会の審議の内容についてするならいいのでな

いかなと思います。ただ、予算的なのが、ここに予算執行状況というのがありますが、こ

れで足りるのかなという気もするのですが、そこのところはどうなんですか。第４回まで

が、令和２年度予算なんですかね、３回までですか、４回までですか。 

白石純一委員長 

一旦、休憩に入ります。 

   

（休憩 １０：０３～１０：４１） 

 

白石純一委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

委員の皆様の御意見は出すという意見が多かったので、出すということで進めたいと思

いますが、ページ数については予算執行状況がかなり厳しい状況です。仮にこの臨時号を

４ページとしても、第２回・第３回・第４回で14ページずつという、かなり厳しい状況で

はありますけれども、臨時号は４ページで進めるということでよろしいでしょうか。 

〔発言する者あり〕 

４ページで出すことに御異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

では、そのように決します。 

なお、内容ですけれども、先ほどタイムスケジュールの懸念も出ましたけれども、文字

起こしが多分間に合わないだろうということで、音声データから確認をしなければいけな

いということで、それを各議員、特に討論ですね。あと質疑等を各議員が最終的に確認し

てもらうというような流れになるかと思います。 

一旦、休憩に入ります。 

 

（休憩 １０：４３～１１：０５） 

 

白石純一委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

スケジュールにつきましては、本日レイアウトを決めて、明日原稿依頼を各議員にして、

６月１日までに出してもらう。その後２日以内で初稿を出していただいて、その後校正を

して、８日校了というスケジュールで進めたいと思いますが御異議ございませんでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認め、そのように進めます。 

他にありませんか。 

〔発言する者あり〕 

８日にまた委員会を開催したいと思いますので、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

では８日の午前10時に次回の委員会を開催したいと思います。 
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あとですね、こういう皆さんとのやりとりのために広報広聴委員会でのライングループ

を作りたいと思うのですが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

ではそのようにいたします。 

その他、委員の皆さんから何かありませか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

なければ、以上で広報広聴委員会を散会いたします。 

 

 

（散 会  １１時０７分） 

 

                 広報広聴委員会委員長  白 石 純 一 

 

 


